
　

県
選
挙
管
理
委

員
会
は
、
任
期
満

了
に
伴
う
知
事
選

と
県
議
選
の
日
程

に
つ
い
て
、
８
月

17
日
知
事
選
告
示
、

同
25
日
県
議
選
告

示
、
９
月
３
日
投

票
と
決
め
た
▼
選

挙
の
投
票
率
は
、
一
般
的
に
若

年
層
が
低
く
、
高
齢
層
が
高
い

傾
向
に
あ
る
。
県
選
挙
管
理
委

員
会
の
記
録
に
よ
る
と
、
前
回

２
０
１
９
年
の
知
事
選
の
投
票

率
（
抽
出
集
計
）
は
、
最
も
低

い
20
〜
24
歳
が
２
７
・
２
５
％
、

最
も
高
い
70
〜
74
歳
が
６
８
・

７
６
％
で
あ
る
▼
選
挙
で
投
票

を
行
う
こ
と
は
、
一
有
権
者
と

し
て
、
私
た
ち
の
社
会
の
あ
り

方
を
考
え
、
政
治
に
対
す
る
自

分
の
意
思
を
国
、
県
、
市
町
村

に
伝
え
る
重
要
な
手
段
で
あ
る
。

特
に
も
若
年
層
は
、
投
票
率
が

上
が
れ
ば
上
が
る
ほ
ど
、
自
分

た
ち
の
世
代
に
目
を
向
け
た
政

策
が
展
開
さ
れ
る
よ
う
に
な
る

の
で
は
な
い
か
▼
加
え
て
、
私

た
ち
は
公
務
員
で
あ
り
、
政
治

が
決
定
し
た
こ
と
を
実
施
す
る

職
務
を
担
っ
て
い
る
。
日
々
、

職
務
に
従
事
す
る
中
で
、
政
治

に
つ
い
て
思
う
と
こ
ろ
が
あ
る

方
も
多
い
の
で
は
な
い
か
。
職

務
を
通
じ
て
個
人
的
に
思
っ
た

こ
と
も
、
投
票
行
動
の
重
要
な

判
断
材
料
で
あ
る
▼
各
候
補
者
、

政
党
が
ど
の
よ
う
な
政
策
を
重

要
視
し
て
い
る
の
か
、
県
職
労

の
推
薦
も
踏
ま
え
、
興
味
・
関

心
を
も
っ
て
、
投
票
行
動
に
生

か
し
て
ほ
し
い
。
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県
職
労
は
６
月
10 
日
、
定
期
大
会
を
開
催
し
、
２
０
２
３
年

度
運
動
方
針
を
議
論
す
る
。
昨
年
度
の
運
動
の
到
達
点
を
振
り

返
り
、
「
み
ん
な
で
討
論
、
み
ん
な
で
決
定
、
み
ん
な
で
行

動
」
を
方
針
と
し
て
掲
げ
、
組
織
強
化
・
拡
大
を
基
軸
と
し
た

「
譲
れ
な
い
要
求
」
を
積
み
上
げ
、
一
人
一
人
が
積
極
的
に
結

集
す
る
組
織
づ
く
り
を
め
ざ
す
。
さ
ら
に
、
盛
岡
市
議
選
・
組

織
内
「
野
中
や
す
し
」
の
必
勝
に
向
け
た
方
針
を
提
起
す
る
。

《
①
組
織
強
化
》

 

み
ん
な
で
つ
く
る
県
職
労
運
動

　

運
動
の
原
点
は
「
職
場
」
。

安
心
し
て
働
き
続
け
る
た
め
に

は
職
場
で
抱
え
る
不
安
や
不
満

を
解
消
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
。

県
職
労
全
体
の
取
り
組
み
を
進

め
る
う
え
で
も
早
期
に
支
部
・

分
会
体
制
を
確
立
し
、
本
部
と

連
帯
し
た
取
り
組
み
か
ら
職
場

実
態
を
把
握
し
、
改
善
へ
と
要

求
に
つ
な
げ
て
い
く
。

　

県
職
労
の
皆
様
に
は
、
日
頃

よ
り
ご
指
導
・
ご
支
援
を
賜
り

心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
私
は
市
議
会
に
お
い

て
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
策
特
別
委
員
会
」
の
委

員
長
と
し
て
、
次
の
６
月
定
例

会
で
市
当
局
へ
の
提
言
を
取
り

ま
と
め
発
表
す
る
予
定
で
す
。

　

５
月
８
日
に
、
新
型
コ
ロ
ナ

の
感
染
症
法
上
の
取
扱
い
が
、

 
加
入
促
進

　

新
採
用
者
全
員
加
入
と
未
加

入
者
対
策
を
進
め
る
た
め
、
日

常
的
な
職
場
で
の
継
続
的
な
声

か
け
を
行
う
重
点
時
期
の
設
定
、

青
年
婦
人
部
の
取
り
組
み
支
援

と
活
動
強
化
を
図
る
。

　

会
計
年
度
任
用
職
員
、
再
任

用
職
員
も
職
場
で
貴
重
な
存
在
。

よ
り
多
く
の
声
を
集
約
し
、
賃

金
・
労
働
条
件
の
改
善
に
つ
な

げ
る
た
め
、
加
入
に
積
極
的
に

取
り
組
む
。

 

職
能
評
議
会
の
活
動
強
化

　

職
種
毎
に
組
織
さ
れ
る
各
評

協
議
会
の
特
長
を
生
か
し
た
同

一
職
種
間
の
交
流
を
深
め
、
職

場
改
善
の
取
り
組
み
強
化
を
図

る
。
主
体
的
な
運
動
実
践
を
基

本
と
し
つ
つ
、
職
域
で
の
「
課

題
共
有
↓
討
論
↓
独
自
要
求
書

作
成
↓
主
管
室
課
交
渉
↓
改
善

↓
課
題
共
有
↓…

」
の
一
連
の

闘
争
サ
イ
ク
ル
を
構
築
し
、
活

動
の
活
性
化
を
は
か
る
。

《
②
賃
金
・
労
働
条
件
改
善
、
生
活
向
上
》

 

賃
金
・
諸
手
当
改
善

　

物
価
高
騰
を
踏
ま
え
、
全
世

代
が
実
感
で
き
る
大
幅
な
賃
金

改
善
に
取
り
組
む
。
ま
た
、
自

己
負
担
解
消
に
向
け
、
通
勤
手

当
（
高
速
道
路
利
用
、
交
通
機

関
を
併
用
す
る
場
合
の
駐
車
場

料
金
、
他
）
、
住
居
手
当
の
改

善
を
求
め
て
い
く
。

 

給
与
制
度
の
見
直
し

　

人
事
院
が
検
討
を
進
め
て
い

る
「
社
会
と
公
務
の
変
化
に
応

じ
た
給
与
制
度
の
整
備
」
の
動

向
に
注
視
し
な
が
ら
、
制
度
の

問
題
点
を
学
習
し
、
更
な
る
生

涯
賃
金
削
減
に
強
く
反
対
す
る

運
動
を
展
開
す
る
。

 

働
き
方
改
革
に
関
す
る
職
場
課
題

　

働
き
方
改
革
を
推
し
進
め
る

に
当
た
っ
て
は
、
十
分
な
労
使

交
渉
・
協
議
を
前
提
と
さ
せ
、

生
じ
た
諸
課
題
に
つ
い
て
、
改

善
要
求
し
、
安
心
し
て
働
き
続

け
ら
れ
る
職
場
環
境
を
め
ざ
す
。

《
③
職
場
改
善
》

 

人
員
確
保
・
職
場
要
求

　

６
月
の
分
会
基
礎
調
査
を
基

に
、
職
場
・
職
種
ご
と
の
人
員

配
置
状
況
を
分
析
し
、
根
拠
を

も
っ
た
人
員
要
求
を
求
め
る
。

 

長
時
間
労
働
是
正

　

超
勤
手
当
の
支
給
状
況
を
確

認
し
、
隠
れ
超
勤
を
一
掃
し
、

完
全
支
給
と
す
る
予
算
確
保
の

要
求
と
交
渉
を
強
化
す
る
。

　

慢
性
的
な
超
勤
実
態
、
予
算

不
足
に
よ
る
不
払
い
残
業
解
消

の
た
め
、
適
正
な
勤
務
時
間
管

理
の
徹
底
、
36
協
定
締
結
学
習

と
協
定
遵
守
に
取
り
組
む
。

 

雇
用
と
年
金
の
接
続
・
定
年
延
長

　

再
任
用
職
員
希
望
者
全
員
の

任
用
確
保
、
定
年
引
上
げ
を
踏

ま
え
60
歳
超
職
員
と
の
均
衡
を

基
本
と
し
た
賃
金
水
準
の
確
保
、

手
当
・
処
遇
の
改
善
に
向
け
、

自
治
労
本
部
と
連
携
し
要
求
を

進
め
る
。

 

人
事
異
動
対
策

　

早
期
内
示
、
職
員
の
事
情
を

踏
ま
え
た
き
め
細
か
い
配
慮
と
、

実
態
と
乖
離
し
た
移
転
料
の
自

己
負
担
解
消
と
早
期
支
給
を
求

め
る
。

《
④
民
主
的
な
地
方
自
治
の
確
立
》

 

真
の
地
方
自
治
確
立
の
取
り
組
み
の
推
進

　

盛
岡
市
議
選
・
組
織
内
「
野

中
や
す
し
」
を
は
じ
め
、
各
級

選
挙
に
お
け
る
推
薦
候
補
者
の

必
勝
に
向
け
、
政
治
学
習
を
強

化
す
る
と
と
も
に
、
組
合
員
等

の
浸
透
を
は
か
る
。

「
２
類
相
当
」
か
ら
季
節
性
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
同
じ
「
５

類
」
に
移
行
し
ま
し
た
。

　

市
内
で
は
修
学
旅
行
の
児

童
・
生
徒
や
外
国
の
観
光
客
も

多
く
訪
れ
て
い
ま
す
。
観
光
業

や
飲
食
業
等
、
市
内
経
済
に
好

循
環
が
生
ま
れ
大
変
喜
ば
し
い

こ
と
で
す
。

　

し
か
し
、
人
流
が
増
え
れ
ば
、

新
た
な
感
染
リ
ス
ク
の
増
大
も

懸
念
さ
れ
ま
す
。

　

「
５
類
」
に
移
行
し
た
と
は

言
え
、
「
た
だ
の
風
邪
」
と
同

様
に
な
る
に
は
な
お
長
い
時
間

が
か
か
り
ま
す
。

　

一
方
、
新
型
コ
ロ
ナ
は
、
未

知
の
感
染
症
が
爆
発
的
に
拡
大

し
て
い
く
と
い
う
「
災
害
レ
ベ

ル
」
の
健
康
危
機
事
態
に
対
し

て
、
保
健
所
を
は
じ
め
と
す
る

自
治
体
や
医
療
供
給
体
制
の
脆

弱
さ
を
露
呈
さ
せ
ま

し
た
。

　

私
は
、
こ
の
３
年

に
わ
た
る
新
型
コ
ロ

ナ
へ
の
対
応
を
総
括

し
、
今
後
、
同
様
な

健
康
危
機
事
態
に
即
応
で
き
る

自
治
体
の
職
員
体
制
と
、
地
域

医
療
供
給
体
制
の
さ
ら
な
る
充

実
に
、
今
こ
そ
し
っ
か
り
取
り

組
む
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　

市
民
は
も
と
よ
り
、
当
市
を

訪
れ
る
多
く
の
人
々
の
笑
顔
か

が
や
く
街
づ
く
り
を
め
ざ
し
市

政
に
取
り
組
む
決
意
で
す
。

　

引
き
続
き
ご
支
援
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す

休暇制度紹介コーナー⑥

（不妊治療のための休暇）
出生サポート休暇

【制度概要】
　①不妊治療（検査、疾病治療、タイミング法、
人工授精、体外受精、顕微授精等の治療）、
治療後の経過観察、ホルモン補充、妊娠判定
のための通院。治療等に係
る医療機関の説明会の参加
など ( 必要と認められる移動
(自宅又は職場 )を含む )。
　②配偶者の診断結果やその
後の治療方針の説明を聞く

場合も対象となります。
【取得日数】
　通常の場合：5日
　体外受精・顕微授精の場合：10日
　( 移動・通院合わせて１回当たり４時間を超え
る不妊治療を含む )

【おさえておきたいポイント】
　〇時間単位取得が可能です。
　〇体外受精・顕微授精等に該当した後、途中で左記
以外の不妊治療を受けることになった場合や、その
治療等が４時間未満となっても 10
日のまま取得できます。

　〇病気休暇の要件に該当すれば病
気休暇も取得が可能です。

「団体生命共済」 「あとおし」

年に一度の募集となりますので、ご検討されている方はお
忘れなく申し込みをお願いいたします。

申込期限　　　　　　　　　　　まで
（支部によってはこれより早い場合もあります）

6月14日（水）

現在ご案内中の

新
型
コ
ロ
ナ
「
５
類
」
移
行
を
考
え
る

野
中
や
す
し

　
　
　 

　
議
会
報
告

県職連合第34回・県職労第130回定期大会　運動方針のポイント

盛岡市議選・組織内「野中やすし」必勝に全力を

職場の運動が原点・積極的に結集を



　

４
月
26
日
、
参
議
院
本
会
議

に
お
い
て
、
地
方
自
治
法
改
正

法
案
が
可
決
・
成
立
し
、
５
月

８
日
に
公
布
さ
れ
た
。
改
正
法

は
一
部
を
除
き
、
２
０
２
４
年

４
月
１
日
に
施
行
さ
れ
る
。

　

こ
の
改
正
に
よ
り
、
パ
ー
ト

タ
イ
ム
の
会
計
年
度
任
用
職
員

に
対
し
、
こ
れ
ま
で
の
期
末
手

当
に
加
え
、
勤
勉
手
当
を
支
給

す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。
ま

た
、
フ
ル
タ
イ
ム
の
会
計
年
度

任
用
職
員
に
つ
い
て
は
、
総
務

省
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
よ
り
、
勤

勉
手
当
は
支
給
し
な
い
こ
と
を

基
本
と
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い

る
が
、
今
回
の
改
正
法
の
施
行

に
合
わ
せ
て
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
の

改
訂
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

　

今
回
の
改
正
法
に
つ
い
て

は
、
４
月
25
日
の
参
議
院
総
務

委
員
会
に
お
い
て
、
岸
真
紀
子

　

選
挙
に
関
す
る
報
道
・
評
論
が
で
き
ま
す
。

　

公
選
法
は
文
書
図
画
に
よ
る
選
挙
運
動
に

つ
い
て
は
、
か
な
り
厳
格
な
規
制
を
課
し
て
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参
議
院
議
員（
自
治
労
組
織
内
）

が
50
分
に
わ
た
り
質
疑
を
行

い
、
松
本
総
務
大
臣
か
ら
「
給

与
改
定
の
実
施
時
期
に
つ
い

て
、
遡
及
適
用
を
含
め
、
常
勤

職
員
の
給
与
改
定
の
取
扱
い
に

準
じ
た
改
定
を
基
本
」「
期
末

手
当
と
勤
勉
手
当
の
い
ず
れ
も

支
給
す
る
こ
と
が
基
本
」
等
の

答
弁
を
引
き
出
し
た
。

　

参
議
院
総
務
委
員
会
で
は
、

附
帯
決
議
と
し
て
、「
任
用
や

処
遇
に
つ
い
て
、
適
切
な
措
置

が
講
じ
ら
れ
る
よ
う
地
方
公
共

団
体
に
対
す
る
助
言
を
行
う
こ

と
」「
勤
勉
手
当
の
支
給
に
つ

い
て…

全
て
の
地
方
公
共
団
体

に
お
い
て
支
給
が
開
始
さ
れ
る

よ
う
努
め
る
こ
と
。
ま
た
、
制

度
改
正
に
よ
り
必
要
と
な
る
財

源
に
つ
い
て
は
、
そ
の
確
保
に

努
め
る
こ
と
」「
期
末
手
当
及

び
勤
勉
手
当
の
い
ず
れ
を
も
支

給
す
る
こ
と
が
基
本
で
あ
る
こ

と
を
地
方
公
共
団
体
に
対
し
て

周
知
す
る
こ
と
」「
単
に
財
政

上
の
制
約
の
み
を
理
由
と
し

て
、
当
該
手
当
支
給
に
よ
る
給

与
増
額
分
を
月
例
給
又
は
期
末

手
当
よ
り
減
額
す
る
こ
と
が
な

い
よ
う
、
地
方
公
共
団
体
へ
の

助
言
を
行
う
こ
と
」「
引
き
続

き…

処
遇
の
改
善
に
努
め
る
こ

と
」
等
が
決
議
さ
れ
た
。

　

具
体
的
な
支
給
内
容
は
条
例

で
規
定
さ
れ
る
た
め
、
今
後
、

２
０
２
３
確
定
闘
争
に
向
け
た

取
組
を
進
め
て
い
く
。

　

県
職
労
は
、
８
月
25
日
告
示
、

９
月
３
日
投
票
の
県
議
会
議
員

選
挙
で
、
既
に
推
薦
決
定
済
の

盛
岡
選
挙
区
「
小
西
和
子
」（
立

憲
民
主
党
・
現
４
期
）、
北
上

選
挙
区
「
佐
藤
ケ
イ
子
」（
立

憲
民
主
党
・
現
２
期
）に
加
え
て
、

新
た
に
宮
古
選
挙
区「
畠
山
茂
」

（
立
憲
民
主
党
・
新
人
）、
久
慈

選
挙
区「
岩
城
げ
ん
」（
無
所
属
・

現
１
期
）
の
推
薦
を
決
定
し
た
。

　

推
薦
候
補
者
の
勝
利
に
向
け
、

組
合
員
及
び
ご
家
族
の
支
持
浸

透
を
お
願
い
す
る
。

　

他
選
挙
区
の
推
薦
候
補
者
は
、

決
定
次
第
お
知
ら
せ
す
る
。

　

県
職
労
は
、
７
月
23
日
告
示
、

30
日
投
票
の
久
慈
市
議
会
議
員

選
挙
に
、
岩
教
組
出
身
の

「
佐
々
木
た
か
し
」
（
立
憲
民

主
党
・
新
人
）
の
推
薦
を
決
定

し
た
。

　

推
薦
候
補
者
の
勝
利
に
向
け
、

組
合
員
及
び
ご
家
族
の
支
持
浸

透
を
お
願
い
す
る
。

い
ま
す
。
し
か
し
、
新
聞
紙
、
雑
誌
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
に
報

道
及
び
評
論
と
い
う
形
で
選
挙
に
関
す
る
事
項
を
掲
載
す
る
こ

と
を
認
め
て
い
ま
す
（
公
選
法
１
４
８
条
１
項
）。

　

こ
こ
で
い
う
「
新
聞
紙
」
と
は
、
た
だ
新
聞
な
い
し
新
聞
紙

と
い
う
名
が
つ
い
て
い
さ
え
す
れ
ば
よ
い
と
い
う
の
で
は
な
く
、

い
わ
ゆ
る
新
聞
適
格
性
（
公
選
法
上
の
新
聞
紙
と
い
え
る
た
め

の
要
件
）
を
備
え
て
い
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

新
聞
適
格
性
と
し
て
は
、
次
の
４
つ
の
要
件
を
満
た
し
て
い

る
こ
と
が
要
求
さ
れ
て
い
ま
す
。

① 

不
特
定
又
は
多
数
の
者
に
頒
布
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る

も
の
。

② 

特
定
の
人
又
は
団
体
に
よ
り
、
一
定
の
題
号
を
用
い
、
比

較
的
短
い
間
隔
を
お
き
、
号
を
追
っ
て
定
期
的
に
刊
行
さ
れ
る

も
の
。

③ 

報
道
及
び
評
論
を
主
た
る
内
容
と
す
る
も
の
。

④ 

有
償
頒
布
さ
れ
る
も
の
（
組
合
費
、
会
員
負
担
で
も
よ
い
）。

（
１
９
６
０
年
10
月
31
日
東
京
高
裁
判
決 

「
新
聞
紙
の
意
義
」

（
公
選
法
１
４
８
条
１
項
の
「
新
聞
紙
」）
と
は ―

 

資
料
⑧
参

照
）

　

労
働
組
合
の
機
関
紙
で
も
、
上
記
の
要
件
を
満
た
し
て
い
れ

ば
新
聞
適
格
性
を
備
え
て
い
ま
す
か
ら
、
告
示
前
は
、
選
挙
に

関
し
、
報
道
及
び
評
論
を
掲
載
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

次
の
よ
う
な
記
事
が
、こ
こ
で
い
う
選
挙
に
関
す
る
「
報
道
・

評
論
」
に
あ
た
り
ま
す
。

佐藤　ケイ子
（立憲民主党・現２期）

小西   和子
（立憲民主党・現４期）

岩城　げん
（無所属・現１期）

畠山　茂
（立憲民主党・新人）

佐々木  たかし
（立憲民主党・新人）

堀野近隣公園～二戸地区～盛岡紫波
地区～やはぱーく

徳丹城跡～盛岡紫波地区～花巻地区
～北上地区～金ケ崎町役場

金ケ崎町役場～胆江地区～一関地区
～一関駅前

　平和友好祭運動の取り組みの 1つとして 6月 9日（金）～ 11 日（日）

にかけて第 34 回反核平和の火リレーが開催されます。

　上記のコースを平和の灯をトーチに掲げ、 リレーでつなぎ、 走りま

すので、 沿道で見かけた際は声援をお願いします。

　広島平和公園にある平和の灯
をトーチに掲げ、 「核のない平和
な社会の実現」 「平和行政の推
進」 などを訴えながら、 岩手県
内を３日間かけてリレーでつな
ぎ、 縦断する取組みです。 広島
平和公園の平和の灯は、 世界か
ら核がなくなった時に消えると言
われています。

　

盛
岡
支
部
は
５
月
13

日
、
八
幡
平
市
「
彩
花

園
」
に
て
、
い
ち
ご
狩

り
交
流
会
を
開
催
し
た
。

組
合
員
と
そ
の
家
族
含

め
30
人
が
参
加
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
甘
く

て
美
味
し
い
な
ど
の
声

が
聞
か
れ
、
ま
た
参
加

し
た
い
と

の
声
が
あ

が
っ
た
。

家族や仲間と春を感じて
盛岡支部で交流会を開催

２
０
２
３
県
議
会
議
員
選
挙

推
薦
候
補
者
追
加
決
定

畠
山  

茂
（
立
憲
民
主
・
宮
古
）

岩
城  

げ
ん
（
無
所
属
・
久
慈
）

２
０
２
４
年
４
月
地
方
自
治
法
改
正

会
計
年
度
任
用
職
員
に

　
　
　 
勤
勉
手
当
支
給
へ

２
０
２
３
久
慈
市
議
会
議
員
選
挙
推
薦
候
補
者
決
定

　
　
　
　
　

佐
々
木
た
か
し
（
立
憲
民
主
）

政治活動への
関わり方

公務員の

Q

A
告示前は、組合機関紙に

はどの程度選挙に関する

記事を掲載・配布するこ

とができるでしょうか

① 

特
定
の
候
補
者
の
氏
名
・
写
真
・
経
歴
・
人
物
紹
介
・
推

薦
文
等
を
載
せ
、
投
票
そ
の
他
の
支
援
を
訴
え
る
も
の
。

② 

特
定
候
補
者
を
推
薦
決
定
し
た
旨
及
び
そ
の
経
緯
等
に
関

す
る
も
の
。

③ 

「
○
○
党
の
躍
進
を
」
な
ど
の
表
題
を
つ
け
た
選
挙
情
勢
に

関
す
る
も
の
。

④ 

「
選
挙
に
の
ぞ
む
私
た
ち
の
方
針
」「
○
○
党
の
選
挙
政
策

を
斬
る
」
な
ど
の
文
章
。

　

①
②
に
関
連
し
て
、「
そ
の
候
補
者
に
対
し
て
投
票
を
依
頼

す
る
理
由
、
又
は
こ
れ
を
推
薦
支
持
す
る
理
由
な
ど
を
と
も
に

記
載
し
て
い
る
場
合
に
は
、
評
論
と
み
ざ
る
を
得
な
い
で
あ
ろ

う
」
と
さ
れ
て
い
ま
す
（
ぎ
ょ
う
せ
い
・
逐
条
解
説
・
公
職
選

挙
法
（
下
）
１
２
０
３
頁
）。

　

判
例
も
、「
特
定
候
補
者
の
写
真
と
同
人
の
立
候
補
の
所
信
、

労
働
組
合
地
方
本
部
が
同
候
補
者
を
推
薦
支
持
す
る
こ
と
を
決

定
し
た
こ
と
、
同
候
補
者
を
組
合
員
が
一
層
応
援
努
力
す
べ
き

こ
と
等
の
記
載
」
を
「
報
道
・
評
論
」
に
あ
た
る
と
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
労
働
組
合
が
特
定
の
候
補
者
の
支
持
・
推
薦
を
組
合

員
に
周
知
・
徹
底
さ
せ
る
こ
と
、
そ
れ
に
つ
い
て
の
組
合
機
関

紙
へ
の
掲
載
が
、
通
常
の
方
法
に
よ
れ
ば
自
由
で
あ
る
こ
と
は

も
ち
ろ
ん
で
す
（
昭
和
27
年
９
月
15 
日
61―

１
６
６
人
事
院
職

員
局
職
員
課
長
）。

　

そ
れ
ら
の
周
知
・
徹
底
等
は
、
本
来
選
挙
運
動
で
は
な
い
内

部
行
為
と
し
て
掲
載
が
自
由
で
あ
る
と
み
ら
れ
る
場
合
と
、
適

正
な
報
道
・
評
論
の
掲
載
と
し
て
掲
載
が
自
由
で
あ
る
と
み
ら

れ
る
場
合
と
の
両
者
が
あ
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、配
布
は
、「
通
常
の
方
法
」に
よ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

通
常
は
職
場
で
配
布
さ
れ
て
い
る
組
合
機
関
紙
を
、
選
挙
時
に

組
合
員
の
自
宅
に
郵
送
す
る
と
問
題
が
生
じ
る
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。

　

資
料
⑧ 

　

昭
35
・
10
・
31 

東
京
高
裁 

判
決
要
旨 

○ 

「
新
聞
紙
」
の
意
義

　

 

「
公
職
選
挙
法
１
４
８
条
１
項
の
新
聞
紙
と
は
、
特
定
の
人

又
は
団
体
に
よ
り
、
一
定
の
題
号
を
用
い
、
比
較
的
短
い
間
隔

を
お
き
、
号
を
お
つ
て
定
期
的
に
印
刷
発
行
さ
れ
る
報
道
及
び

評
論
を
主
た
る
内
容
と
す
る
文
書
で
あ
つ
て
、
不
特
定
又
は
多

数
人
に
広
く
頒
布
さ
れ
る
も
の
と
解
す
べ
き
で
あ
る
。」

　

全
日
本
分
権
自
治
フ
ォ
ー
ラ
ム
・
自
治
労
法
律
相
談
所
発
行

「
２
０
２
３
年
改
訂
版　

だ
れ
で
も
わ
か
る
政
治
活
動
Ｑ
＆
Ａ
」

か
ら
抜
粋


